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事業の目的

（１） 訪問相談事業

ア 訪問回数：実人員18人、延べ45回

イ 面接・電話相談回数：延べ105回

ウ 難病患者在宅療養支援会議：出席回数2回

  エ 三重県難病医療連絡協議会難病医療専門員への連絡回数：延べ4回

オ 支援者向けの研修会を開催：延べ106名参加（実74名）

内容：コミュニケーション機器を用いた実践及び講義

（２）難病在宅ケア支援ネットワーク整備事業

人工呼吸器等装着難病患者一時入院事業：利用者0名

意思伝達装置使用サポート事業：利用者1名、相談回数6回

難病患者の在宅ケアには、包括的な支援体制が必要です。そのため患者・家族の療養

上の不安の軽減を図るとともに、療養者が地域で安心して暮らせるよう、関係機関との

連携のもとに在宅ケア支援体制を整備します。

筋萎縮性側索硬化症等の神経難病患者を中心に、関係機関との連携と図りながら、訪

問等による支援を実施しました。
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